












|`` 一般質問|‘, 
|`` 一般質問|‘, 闘猷邁蛉緩璽躇は

国 まずは竜王小学校跡地等を活川した
居住ゾーン整備を考えている

回テョィッコりゅう粒うの今後協

国 地域公共交通の維持確保の観点から
今後も必要な見直しを行い事業を
継続していきたい
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一20歳～39歳の女性人数 ....第六次竜王町総合計画

---社人研推計

固

本
事
業
に
つ
い
て
、

次
の
3
点
を
伺
う
。

①
令
和
4
年
度
1
年
間
の

本
事
業
の
収
支
は
。

②
令
和
5
年
度
分
の
予
算

内
訳
と
町
負
担
金
額

は
。
ま
た
、
町
負
担
分

が
事
業
総
経
費
の
何
割

程
度
ま
で
な
ら
事
業
継

続
可
能
と
考
え
て
い
る

の
か
。

③
事
業
主
体
で
あ
る
竜
王

M
a
a
S
協
議
会
の
直

近
の
会
議
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
話
し
合
い
が

さ
れ
た
の
か
。

固①
支
出
合
計
9
9
2
万
6
千

円、

収
入
合
計
2
7
6
万

円
の
見
込
み
。
収
支
と
し

て
は

7

1
6
万
6
千
円

が
町
の
負
担
と
な
る
見

込
み
。

②
支
出
は
、
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ

ン
業
務

3
9
3
万

2
千

円
、
運
行
委
託

4
5
1
万

8
千
円
、
車
両
リ
ー

ス
代

6
7
万
6
千
円
、
ガ
ソ
リ

ン
代

9

6
万
円

で
合
計

1
0
0
8
万
6
千
円
の
見

込
み
。
収
入
は
、
国
と
県

か
ら
の
補
助
金
2
3
5
万

固

本
町
の
人
口
は
、
社

人
研
推
計
で
は
2
0
3
0

年
に

1
万
6
1
2
人
、
第

六
次
竜
王
町
総
合
計
画
で

は、

1
万
1
0
0
0
人
以

上
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
新

規
住
宅
開
発
と
既
存
資
源

の
活
用
に
よ
る
人
口
増
と

し
て
い
る
。
町
と
し
て
人

口
減
少
の
緩
和
対
策
を
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

固

本
町
で
は
、
企
業
誘
致

や
集
合
住
宅
整
備
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
人
口
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
、
若
い
世
代

円
、
運
賃
収
入
7
0
万
円

で
合
計

3
0
5
万
円

の

見
込
み
。
収
支
と
し
て

7
0
3
万
6
千
円
が
町
の

負
担
と
な
る
。

ま
た
、
町
と
し
て
事
業

継
続
が
可
能
な
負
担
割
合

に
関
し
て
基
準
は
な
い

が
、
町
民
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
移
動
手
段
と
し

て
、
本
事
業
を
継
続
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
、
当
町
の
地

域
公
共
交
通
全
体
の
維
持

確
保
の
観
点
か
ら
必
要
な

見
直
し
を
実
施
し
た
い
。

③
例
年
5
月
に
開
催
す
る
総

会
に
向
け
て
自
販
連
お
よ

び
県
と
協
議
を
重
ね
て
お

り
、
更
な
る
利
用
促
進
に

向
け
て
の

取
組
を
強
化

す
る
。

の
転
出
超
過
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
若
い
世
代
に

と
っ
て
魅
力
的
な
暮
ら
し
の

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
手
法
と
し

て
は
、
ま
ず
は
竜
王
小
学
校

跡
地
等
を
活
用
し
た
居
住

ゾ
ー
ン
の
整
備
、

地
区
計
画

を
し
て
い
る
鏡
北
部
地
域
は
、

土
地
所
有
者
に
早
期
の
事
業

実
施
を
促
す
。
こ
れ
以
外
も

町
有
地
の
民
間
活
力
に
よ
る

住
宅
整
備
を
進
め
、
空
き
家

や
空
き
区
画
の
既
存
資
源
に

つ
い
て
は
、
適
正
管
理
を
し

て
い
た
だ
き
、

利
活
用
に
繋

げ
て
い
き
た
い
。

チョイソコりゅうおうの運行の様子

国 回
役
場
か
ら
自
治
会
へ
の
依
頼
事
の
見
直
し

を
早
期
に
実
現
し
て
い
き
た
い

固

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
・
活
性
化
の
取
組

に
つ
い
て
、
次
の
6
点
を

伺
う
。

①
各
課
の
見
直
し
作
業
の

結
果
。

②
自
治
会
長
研
修
会
で
の

主
た
る
意
見
。

③
町
民
を
交
え
た
棚
卸
し

の
整
合
確
認
の
結
果
。

④
庁

内

で

の

再

検

討

結
果
。

⑤
住
民
・
行
政
で
組
織

す
る
意
見
交
換
会
の

結
果
。

⑥
町
職
員
研
修
の
内
容
と

そ
の
結
果
。

固①
自
治
会
に
依
頼
し
て
い
る

役
や
配
布
物
、
会
議
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
全

70
業
務
に

つ
い
て
廃
止
や
縮
小、

現

状
維
持
な
ど
各
課
の
対
応

案
を
ま
と
め
た
。

②
外
部
講
師
に
よ
る
研
修
の

国 回
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中
で
現
状
の
課
題
と
取
組

に
つ
い
て
自
治
会
長
皆
様

に
意
見
交
換
を
し
て
い
た

だ
い
た
。

③
9
自
治
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

結
果
の
中
で
特
に
意
見
が

多
か
っ
た
業
務
に
関
し
て

所
管
課
へ
の
聞
き
取
り
を

実
施
し
た
。

④
総
務
課
、
生
涯
学
習
課
、

未
来
創
造
課
で
組
織
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の

維
持
・
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
見
直
し
案

の
作
成
を
行
った。

⑤
学
識
経
験
者
、
自
治
会
長

経
験
者
、
現
自
治
会
の
役

員
、
今
後
自
治
会
の
主
た

る
担
い
手
に
な
る
世
代
の

方
々
で

3
回
の
意
見
交
換

を
実
施
し
た
。
地
域
が
地

域
の
困
り
ご
と
を
自
主
的

に
解
決
す
る
仕
組
み
づ
く

り
に
行
政
の
支
援
が
必
要

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

⑥
自
治
会
へ
の
依
頼
事
の
見

直
し
作
業
を
中
心
に
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
・
活
性
化
の
取
組
の
経

過
や
進
捗
、
今
後
の
方
向

性
を
テ
ー
マ
に
実
施
。
も

う
少
し
時
間
を
か
け
て
見

直
し
を
実
現
し
て
い
き

た
い
。

水
道
料
釜
福
る
ラ
ヽ
な
っ
た
が

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
訂
は

令
和
6
年
度
か
ら
令
和
7
年
度
に
か
け
て

改
訂
の
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い

固

厚
生
労
働
省
は
、
「
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
は
関
係
者
が

基
本
理
念
を
共
有
し
＿
丸

と
な
っ
た
対
応
が
必
要
」

と
推
奨
し
て
い
る
。
竜
王

町
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン

は、

2
0
1
6
年
に
策
定

し
2
0
2
5
年
度
を
目
標

と
し
て
い
る
。
本
町
の
水

道
事
業
と
し
て
は
、
令
和

3
年
度
に
第
六
次
竜
王
町

総
合
計
画
、
企
業
庁
と
の

契
約
受
水
量
が
6
9
2
0

3m
／
日
か
ら
6
2
0
0
3m

／
日
に
、
令
和
4
年
度
に

は
水
道
料
金
の
改
定
で
小

口
径
が
安
く
な
っ
た
。
こ

の
変
化
に
よ
り
計
画
の
見

直
し
を
す
る
必
要
は
な
い

の
か
。

固

竜
王
町
水
道
事
業
ビ

ジ
ョ
ン
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
町
民
と
と
も
に
信
頼
を
未

来
に
つ
な
ぐ
竜
王
の
水
道
」

を
実
現
す
る
た
め
に
策
定
し

た
「
上
水
道
事
業
整
備
計

画
」
「
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
「
経
営
戦
略
」
と
の

整
合
を
固
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
包
括
す

る
形
で
令
和
6
年
度
か
ら
令

和
7
年
度
に
か
け
て
「
竜
王

町
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

改
訂
の
取
組
を
進
め
て
い
き

た
い
。

躁
域
涌
性
低
の
現
扱
低

自治会ヒアリングの様子
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|`` 一般質問|‘, 

固

令
和
4
年
第
3
回
定

例
会
の
一
般
質
問
で
同
僚

議
員
が
運
動
部
活
動
の
地

域
移
行
に
つ
い
て
質
問
を

さ
れ
た
。
そ
こ
で
次
の

3

点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
運
動
部
活
動
の
在
り
方

に
関
し
て
の
検
討
委
員

会
等
の
検
討
状
況
は
。

②
教
職
員
の
働
き
方
改
革

の
観
点
か
ら
部
活
動
の

顧
問
と
し
て
の
関
わ
り

方
に
関
し
て
、
教
師
間

で
継
続
的
に
話
し
合
い

等
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

③
地
域
学
校
協
働
本
部
や

学
校
運
営
協
議
会
等
と

の
連
携
で
土
日
の
部
活

動
指
導
員
を
お
願
い
す

る
等
検
討
し
て
み
て
は

ど
う
か
。

固①
竜
王
中
学
校
・
学
校
教
育

課
•
生
涯
学
習
課
を
中
心

に
、
昨
年
10
月
・

12
月
・

今
年
に
入
っ
て

2
月
・

3

月
の
計

4
回
開
催
し
て

い
る
。

②
職
員
会
議
等
の
機
会
に
研

修
の
場
を
設
け
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
て
い
る

回運動部活動の拇域移行は
国 学校運営協議会と連携し進めていく

．
 
回厠公民館疇戸ミセン
酒囲のすみ分けは
国 新コミセンに公民館機能を取り込め
ないかと考えている

回おもいやり駐畢場の整備を

国 施設整備に合わせて看板等を
設置したい

現状でも高齢者・ベビーカー利用者等も利用できる

固

町
の
各
施
設
に
は
車

椅
子
マ
ー
ク
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
が
、
ほ
と

ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い

例
も
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
車
椅
子
マ
ー
ク
は
ど
の

よ
う
な
方
を
優
先
し

た
駐
車
ス
ペ
ー
ス
な

の
か
。

②
様
々
な
困
難
を
抱
え
る

方
が
利
用
で
き
る
「
お

も
い
や
り
駐
車
場
」
を

整
備
し
て
は
ど
う
か
。

く
、
す
べ
て
の
障
が
い

者
・
妊
婦
・
高
齢
者
・
ベ

ビ
ー
カ
ー
利
用
者
等
、
移

動
に
配
慮
が
必
要
な
方
す

べ
て
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
が
、
周
知
が
十
分
に

で
き
て
お
ら
ず
P
R
す
る

よ
う
各
施
設
に
促
す
。

②

「
お
も
い
や
り
駐
車
マ
ー

ク
」
は
町
の
住
み
や
す
さ

を
感
じ
る
有
効
な
手
段
で

あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
今

後
計
画
し
て
い
る
庁
舎
改

修
工
事
等
の
機
会
に
合
わ

せ
て
表
示
や
看
板
等
を
設

置
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

活
動
時
間
や
休
養
日
の
基

準
等
を
確
認
し
な
が
ら
部

活
動
の
実
施
を
心
が
け
て

い
る
。
勤
務
時
間
に
直
接

か
か
わ
る
活
動
日
の
問
題

や
課
題
、
生
徒
間
の
ト
ラ

ブ
ル
、
保
護
者
の
要
望
等

に
つ
い
て
も
協
議
の
場
を

持
ち
、
一
部
の
教
職
員
の

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に

努
め
て
い
る
。

③
竜
王
中
学
校
の
学
校
運
営

協
議
会
内
に
地
域
移
行
に

関
わ
る
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
置
き
、
事
務
局
機

能
を
持
た
せ
る
形
で
推
進

し
て
い
く
。

園

本
町
の
シ
テ
イ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が
始

ま
っ
て

1
年
が
経
つ
が
、

①
こ
れ
ま
で
の
効
果
や
成

果
は
。

②
今
後
の
展
開
は
。

③
広
告
の
出
稿
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

固①
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

し
、
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ

ト
を
定
め
、
ポ
ス
タ
ー
や

P

R
動
画
を
作
成
し
た
。

進
捗
管
理
に
つ
い
て
は
目

標
指
標
を
定
め
た
。
例
え

ば
令
和

8
年
度
ま
で
の

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
の
目
標
を

1
0
0
0
人
と
し
て
い
る
。

②
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
響
く
手

法
や
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
、
町
外
や
県
外
へ
の
ア

ウ
タ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

園

現
在
の
公
民
館
と
新

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー

の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
に
す
み

分
け
よ
う
と
考
え
て
い
る

の
か
。

固

中
心
核
の
交
流
・
文
教

ゾ
ー
ン
に
整
備
を
予
定
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
「
輝
竜
の
郷
づ

く
り
懇
談
会
」
や
、
第
六
次

竜
王
町
総
合
計
画
に
お
い
て
、

周
辺
の
公
共
施
設
等
と
の
連

携
に
よ
り
多
様
な
機
能
の
発

揮
を
目
指
す
と
の
考
え
を
示

し
、
現
在
の
竜
王
町
公
民
館

の
継
続
的
な
活
用
を
前
提
と

し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
、
町
全
体
で
の
公
共
施
設

の
あ
り
方
や
町
民
の
皆
様
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ニ
ー
ズ

の
変
化
、
整
備
に
か
か
る
国

費
の
活
用
等
様
々
な
観
点
か

ら
検
討
を
進
め
る
中
で
現
時

点
で
は
、
新
た
に
整
備
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
に

公
民
館
が
担

っ
て
い
る
機
能

や
役
割
を
取
り
込
め
な
い
か

と
も
考
え
て
い
る
。
そ
の
公

民
館
機
能
と
は
、
生
涯
学
習

や
体
験
機
能
、
人
材
育
成
機

能
、
利
用
者
の
方
々
が
様
々

な
機
会
を
通
し
て
交
流
で
き

る
機
能
等
で
あ
る
。

固①
車
椅
子
使
用
者
だ
け
で
な

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

③
昨
年
8
月
に
広
告
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
一
か
月
で
約

9
万
6
0
0
0
人
の
方
に

ご
覧
い
た
だ
い
た
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
登
用
に

つ
い
て
は
町
の
魅
力
を

知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
積

極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

国

町
外
・
県
外
へ
の

P
R
に
力
を
人
れ
て

い
き
た
い

回

1
-シ
ョ
ン
の

竜王町公民館全景 4年後までに1000フォロワー獲得を目指す町公式インスタグラム
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|`` 一般質問|‘, 
|`` 一般質問|‘, 

国

回まちづくりの推進と今後の
偽制腿；
計画的な推進と時代の変化に対応で
きる体制づくりに取り組む

回 g/~IJヽ町竃(/i);-子アミリ→旨．セ
提懐制度は
国 親f・孫の 3枇代で暮らす喜びに繋
げたい

これから進む交流・文教ゾーン

固

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

化
事
業
や
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
積
極
的
に
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で

次
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

①
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化

事
業
予
算
の
考
え
方
と

今
年
度
以
降
の
大
幅
な

事
業
予
算
増
の
対
応
は
。

②
ま
ち
づ
く
り
の
執
行
体

制
に
つ
い
て
。

③
職
員
数
確
保
と
負
担
増

に
つ
い
て
。

固①

「
交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
の

整
備
」
は

55
億
円
と
見
込

む
が
物
価
高
騰
の

影
響
も
否
め
な
い

。

コ
ス
ト
を
意
識
し
、

費
用
を
検
討
精
査

し
、
過
度
な
財
政

負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
計
画
的
に
取

り
組
む
。
令
和
5

年
度
か
ら
造
成
・

道
路
工
事
、
令
和

6
年
度
は
竜
王
小

学
校
建
築
、
以
降

こ
ど
も
園
、
給
食

セ
ン
タ
ー
等
計
画

的
に
予
算
化
す
る
。

公
共
施
設
改
修
等

疇J→•f”.. ャでり＂｀＂疇1.””``~．→ヽ,,. 
,ィ’` ツ竃〇予つア星リー．．麟・凛的ご舅A彗 I

ぇ ~ -~ 
｀ ダイハツ●に訊 年鴫螢痴で景れかいますI

予
算
の
増
嵩
が
考
え
ら
れ

る
が
、
時
期
と
手
法
等
を

精
査
し
対
応
す
る
。
滋
賀

竜
王
工
業
団
地
等
企
業
操

業
に
よ
り
町
税
増
を
見
込

ん
で
い
る
。

②
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
町

民
に
信
頼
・
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
的
に
提
供
で
き
る
職
員
、

体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

③
人
材
育
成
に
努
め
職
員
の

増
員
も
含
め
適
正
な
職
員

数
の
確
保
に
努
め
る
。

＂膏l●に貫揖いただ＜一....9...夏・■...3'ヽ‘£←..,・ •量■鳳胃疇、 ■●".."·.......... --••0• ,l心●9,.
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ダイハツ竜の子ファミリー車提供制度

固

本
町
の
特
徴
的
な
子

育
て
支
援
に
「
ダ
イ
ハ
ッ

竜
の
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
車
提

供
制
度
」
が
あ
る
。

一
定
の
条
件
を
満
た

し
た
住
民
に
対
し
、
ダ

イ
ハ
ツ
車
を

3
年
間
無

償
で
貸
し
出
す
支
援
で

あ
る
。

①

2
年

間

の

利

用

状

況
は
。

②
問
い
合
わ
せ
状
況
は
。

③
こ
の
条
件
を
取
り
入
れ

た
思
い
は
。

臨①
令
和
3
年
度
は

21
件
、
令

和
4
年
度
は

3
月
20
日
現

在
で

7
件
。

②
第
2
子
の
場
合
の
提
供
条

件
等
に
か
か
る
も
の
が
ご

く
ま
れ
に
あ
る
。

③
先
行
す
る
他
市
で
は
、
第

3
子
以
上
を
対
象
と
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、
当
町

に
お
い
て
は
、

高
齢
者
世

帯
の
増
加
の
抑
制
等
に
つ

な
げ
ら
れ
れ
ば
と
の
思
い

で
、
親
の
同
居
等
を
条
件

に
第
2
子
も
対
象
に
加
え

て
い
る
。

「

A
L
L
竜
王
体
制
で
の
魅
力
発
信
」
に

向
け
て
積
極
的
に
連
携
し
て
い
き
た
い

固

本
町
で
は
「
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
」
対
策

と
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
構
想
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

町
の
現
状
や
、
今
検
討

さ
れ
て
い
る
事
業
な
ど

色
々
な
媒
体
を
通
し
て
発

信
さ
れ
て
い
る
が
「
見
た

こ
と
を
声
に
出
し
て
喋
っ

て
も
ら
う
」
た
め
に
町
内

バ
ス
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て

い
る
。
町
民
自
ら
が
町
の
魅
力

発
信
者
に
な
る
取
組
に
つ

い
て
伺
う
。

固

町
の
魅
力
発
信
と
定
住

促
進
を
固
る
た
め
、
令
和
4

年
度
よ
り
本
格
的
に
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
進

め
て
い
る
。

こ
の
中
で
町
民
・
企
業
・

団
体
等
の
「
A
L
L
竜
王
体

制
で
の
魅
力
発
信
」
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
う
し

関
係
機
関
・
地
元
と
協
議
を
重
ね
る

固

山
之
上
西
山
地
先
の

野
口
池
は

15ha
、
受
益
面

積
25ha
で
あ
り
、
農
業
用

水
と
し
て
利
用
し
て
い

る
。
集
落
で
は

3
年
に
＿

度
底
樋
を
抜
き
落
水
を
し

清
掃
を
行
い
、
ヘ
ド
ロ
を

排
出
除
去
し
て
い
る
。
ロ

径
25cm
長
さ
約
5
m
あ
る

木
管
が
腐
っ
て
通
水
不
可

能
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

復
旧
要
望
行
っ
て
い
る

が
、
相
当
な
予
算
が
必
要

で
あ
る
。
昨
年
8
月
集
中

豪
雨
時
は
早
期
落
水
に
よ

り
越
水
を
免
れ
た
が
流
域

が
広
く
越
水
に
よ
る
数
件

の
人
家
に
被
害
の
恐
れ
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

対
策
の
所
見
を
伺
う
。

習

以
前
か
ら
要
望
が
あ
り
、

関
係
機
関
に
相
談
し
、
対
応

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

る
。
修
繕
に
当
た
っ
て
は
膨

大
な
事
業
費
が
想
定
さ
れ
地

元
負
担
も
多
額
に
な
る
こ
と
、

国 回
た
め

国 回

落水時清掃状況の野口池

底
樋
か
ら
の
通
水
は
不
可
能

な
も
の
の
余
水
吐
き
等
か
ら

の
事
前
操
作
に
よ
り
、
直
ち

に
防
災
上
問
題
が
あ
る
と
は

言
え
な
い

。
野
口
池
は
滋
賀

県
の
豪
雨
耐
性
調
査
で
は

「
不
良
」
の
判
定
で
あ
っ
た
。

今
後
の
防
災
工
事
の
進
め
方

に
つ
い
て
は
、
町
内
の

23
の

た
め
池
に
つ
い
て
整
備
の
優

先
順
位
付
け
を
行
い
、
県
営

事
業
・
団
体
営
事
業
で
行
う

の
か
地
元
負
担
割
合
の
調
整

等
、
関
係
機
関
や
地
元
関
係

者
と
協
議
を
重
ね
優
先
度
の

高

い
た
め
池
か
ら
工
事
着
手

す
る
。

昨年8月の満水に近い野口池

た
取
組
に
対
し
て
様
々
な
面
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

か
ら
積
極
的
に
連
携
や
支
援
え
て
い
る
。

町内いいとこ再発見ツアー

〇 冨恥No.203 No.203 ;~嘉恥®



|`` 一般質問|‘, 
回ふるさと納税の取組は
国 寄付金額3億円達成を前提とする

回童中心核『交流→足教
ゾーン』の整籠事業は
国 適切な財政運営が可能と考えている

ふるさと納税自動販売機

臨
l

①
竜
王
小
学
校
基
本
設
計
・

実
施
設
計
を
は
じ
め
、
そ

の
他
の
施
設
の
設
計
を
進

め
る
中
で
物
価
高
騰
の
影

響
は
考
え
ら
れ
る
が
、
段

固

「
ふ
る
さ
と
納
税
自

動
販
売
機
」
が
昨
年
に
設

置
さ
れ
た
が
、
成
果
と
し

て
納
税
し
て
い
た
だ
い
た

件
数
と
金
額
は
。
今
後
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売

機
の
設
置
を
増
や
す
の
か
、

ま
た
寄
附
額
増
加
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

固

ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販

売
機
に
つ
い
て
は
、
竜
王
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
あ

る
大
型
商
業
施
設
内
へ
、
令

和
4
年
9
月
2
2
日
に
設
置
し

た
。
令
和
5
年
2
月
末
現
在

の
寄
附
件
数
は
8
5
件
、
寄
附

金
額
l
3
9
万
7
千
円
で
あ

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販

売
機
の
認
知
度
を
高
め
、
道

の
駅
や
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
な
ど

へ
の
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」
の
設

置
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
よ
り
効
率
的
な
寄

附
額
の
増
加
を
図
る
た
め
、

令
和
5
年
度
の
寄
附
額
3
億

円
達
成
を
前
提
と
し
て
公
募

を
行
い
、
最
も
優
れ
た
提
案

の
あ
っ
た
「
株
式
会
社
パ
ン

ク
チ
ュ
ア
ル
」
へ
、
令
和
5

年
4
月
1
日
か
ら
事
務
代
行

を
含
め
た
事
務
委
託
を
行
う
。

委
託
事
業
者
と
と
も
に
、
今

後
も
様
々
な
手
法
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
竜
王
町
の
魅
力
発

信
を
行
う
こ
と
で
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
取
組
を
推
進
し
て

゜
＜
 

疇ヽLv
 

交流・文教ゾーン事業計画図

国

空
き
家
の
利
活
川
等
の
促
進
に
取
り
組
む

回
空
善
霰
数
の
聰
窪
の

固①
こ
希
望
を
最
優
先
に
対
応

し
て
い
る
が
、
予
約
の
順

一空き家の適正な「管理」は所有者の『責務』です！
空き家をそのまま

放つておくと ぐさう、96 
遣物の劣化が●み●..

纏持詈遭・改●コストが増加しま..

防災、防犯、畜生、●●●這で

近住氏の牛干胃憎／こ

這をきた9おそ研ありま9.ゃ

五火災の覺生
●虫の
晃生

＼•ヵ心1 /
-玉亨に迂言

内り①空き家を危険な状態等で放置すると

‘ 
固定資産税等の額が大幅に上昇します！
平●29年5月に「●●●対●の濯遍に饒9る糟91●●法」が全面篇行さnました・空き家を危険
な状璽•で●●し、●法に●づく●●を曼けたことにより当該空き家の敷綸に●る住宅●●縛

“、 ・が鱗鴫された●●、●●貴重税・の瓢が這に上昇しま..

内りR空き家の管理不全が原因となって、珊血紐ケガをするおそ畑あります！
損害賠 償 ●●空き.の..不全が原因となって、臼暉等が9ガをした湯合、空き

叩•と ●●●●祖法聾999●9こ”..闊●賣任を負う巧誓紐 あり蒙.. 

“̀ 琴誌え石，し．：」し言：上一喜-.
R 竜王IBJ

固

土
地
収
用
法
の
事
業

説
明
会
で
整
備
事
業
と
そ

の
財
源
が
示
さ
れ
、
概
算

予
算
は
建
物
建
築
費
40
億

円
、
用
地
取
得
費
・
敷
地

造
成
費

9
.
6
億
円
、
道

路
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
5
.
6

億
円
、
合
計
5
5
.
2
億
円

で
あ
る
。

①
他
市
町
で
は
事
業
費
が

約
40
％
も
値
上
が
り
し

た
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
大
幅
な
増
額
が
必

要
な
ら
値
上
げ
幅
を
検

討
し
た
予
算
を
示
し
、

町
民
の
同
意
を
得
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

②
建
物
建
築
費
40
億
円
の

内
訳
、
小
学
校
を
は
じ

め
各
施
設
の
予
算
を

示
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

③
起
債
償
還
は
こ
の
事
業

と
と
も
に
、
町
の
他
の

起
債
償
還
全
体
の
見
通

し
を
示
す
べ
き
で
は
。

階
に
応
じ
て
必
要
と
な
る

事
業
費
に
つ
い
て
、
都
度

お
示
し
す
る
。

②
各
施
設
の
予
算
に
つ
い
て

は
実
施
設
計
等
を
踏
ま

え
、
建
設
費
を
算
定
し
て
、

都
度
お
示
し
し
て
い
く
。

③
交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
整
備

分
、
既
借
入
分
、
そ
の
他

の
事
業
分
を
合
算
し
た
償

還
金
額
は
、
令
和
1
7
年

頃
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
約

6
億
9
千
万
円
と
な
り
、

実
質
公
債
費
比
率
は
約

1
6
％
と
な
る
見
込
み
で
、

適
切
な
財
政
運
営
が
可
能

と
考
え
て
い
る
。

固

利
用
者
の
方
か
ら

「
予
約
の
電
話
を
し
た
が
、

帰
り
の
時
間
は
セ
ン
タ
ー

の
方
か
ら
こ
の
時
間
し
か

空
い
て
い
ま
せ
ん
と
指
定

さ
れ
て
困
っ
た
」
「
予
約

さ
れ
て
い
る
方
の
通
り
道

の
途
中
な
の
で
、
一
緒
に

乗
せ
て
も
ら
う
と
言
っ
て

も
セ
ン
タ
ー
か
ら
断
ら
れ

る
」
等
の
声
が
出
さ
れ
て

い
る
。

①
こ
の
よ
う
な
状
況
を
町

と
し
て
ど
う
と
ら
え
て

い
る
の
か
。

②
車
は

1
台
な
の
で
台
数

を
増
や
す
等
の
対
応
が

必
要
で
は
。

③
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
委
託
を
、
町
独
自

の
事
業
に
す
る
等
の
対

応
は
。

園

空
き
家
が
年
々
増
加

し
て
い
る
。
平
成
30
年
度

空
き
家
状
況
マ
ッ
プ
に

お
け
る
竜
王
町
の
世
帯

数

3
7
6
7
世
帯
で
空

き
家
数

1
6
2
件
、
空

き
家
率

4
.
3
％
で
あ
っ

た
。
竜
王
町
空
家
等
対

策
計
画
（
平
成

31
年

3

月
）
に
よ
る
と
、
空
家
等

意
向
調
査
は
令
和
元
年
度

か
ら
令
和
5
年
度
ま
で
の

間
に

1
回
調
査
を
行
う
と

書
か
れ
て
い
る
が
、
調
査

は
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
結

果
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か

伺
う
。

固

空
家
等
意
向
調
査
は
、

所
有
者
に
対
し
、
空
き
家
の

利
活
用
の
意
向
を
調
査
す
る

も
の
で
、
課
題
解
決
に
向
け

た
基
礎
資
料
を
作
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
前

回
は
平
成
3
0
年
度
に
実
施
し

た
。
次
は
令
和
5
年
度
に
実

番
や
車
両
の
安
全
運
行
等

の
観
点
か
ら
、
や
む
を
得

ず
希
望
通
り
に
配
車
で
き

な
い
場
合
も
あ
る
。

②
ま
だ
車
両
の
追
加
を
要
す

る
状
況
で
は
な
い
と
考
え

る
。
費
用
対
効
果
や
町
民

皆
様
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま

え
、
真
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
追
加
を
検
討

施
す
る
予
定
を
し
て
い
る
。

意
向
調
査
結
果
は
現
状
把
握

の
た
め
の
基
礎
資
料
で
あ
る

が
、
個
々
の
空
き
家
が
管
理

不
全
と
な
る
前
に
、
所
有
者

等
に
お
い
て
次
の
利
活
用
等

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
事
で

し
て
い
く
。

③
セ
ン
タ
ー
設
置
や
シ
ス
テ

ム
開
発
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
確
保
や
配
置
等
で
膨
大

な
費
用
の
追
加
が
想
定
さ

れ
、
費
用
対
効
果
を
考
慮

し
て
も
町
独
自
で
行
う
こ

と
は
現
実
的
で
な
い
と
考

え
る
。

あ
る
。
竜
王
町
空
き
家
・
空

き
地
情
報
バ
ン
ク
等
の
活
用

は
も
と
よ
り
、
自
治
会
や
N

P
O
、
事
業
者
等
と
も
連
携

を
固
り
な
が
ら
、
利
活
用
等

の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

チョイソコりゅうおうの車輛

国

町
独
自
で
行
う
こ
と
は
現
実
的
で
な
い

回
『
テ
ラ
可
ソ
コ
り
ゅ
う
お
う
」一
の

運
誓
の
あ
り
方
は
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竜

王

町

議

会

広

報

■発
行

・

竜

王

町

議

会

■編
集

・
議
会
広
報
特
別
委
負
会

「
竜
王
新
古
今
八
景
」
と
は
、
町
内

各
地
に
根
付
く
、
風
習
・
人
々
の
生
業
・

現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域

の
価
値
観
・
竜
王
を
形
つ
く
る
新
し

い
顔
を
意
識
し
た
心
象
風
景
で
す
。

古
代
か
ら
故
郷
を
見
守
る
東
の
竜
王
山

ひ

み

こ

「雪
野
山
」
に
は
、
卑
弥
呼
の
鏡
と
い
わ
れ

さ
ん
か
く
ぶ
ち
し
ん
じ
ゅ
う
き
ょ
う

る
三
角
縁
神
獣
鏡
が
出
土
し
た
古
墳
が

あ
る
。一

帯
は

「蒲
生
野
」
と
呼
ば
れ
、
万

葉
の
世
か
ら
天
智
天
皇
の
薬
草
狩
り
等
、

度
々
歴
史
の
舞
台
に
登
場
し
て
き
た
。
特
に

お

お

あ

ま

お

う

じ

ぬ

か

た

の

お

お

き

み

大
海
人
皇
子
と
額
田
王
と
の
間
で
交
わ
さ

れ
た
相
聞
歌
は
、
近
く
の
野
外
活
動
施
設

い

も

せ

「妹
背
の
里
」
の
名
の
由
来
に
な
っ
て
い
る
。

西
の
竜
王
山

「鏡
山
」
は
、

そ
の
山
容

の
美
し
さ
か
ら
、
近
江
名
山
の
―
つ
に
数
え

ら
れ
、
古
来
歌
枕
と
し
て
多
く
の
歌
人
に

詠
ま
れ
た
歌
が
古
今
和
歌
集
な
ど
に
あ
る
。

山
麓
一
帯
に
は
、
古
墳
が
多
数
あ
り
北
端
に

ほ

し

が

さ

き

じ

ょ

う

し

は
「
星
ケ
崎
城
址
」
が
あ
る
。
眼
下
に
旧

東
山
道
と
旧
鏡
宿
が
あ
り
、
軍
事
上
の
要

衝
で
も
あ
っ
た
。
頂
上
に
は
、
京
都
貴
船

神
社
の
祭
神
の
分
霊
が
祭
祀
さ
れ
て
い
る
。

初
夏
に
は
登
山
道
を
歩
む
と
町
の
花
「
あ

え
ん
ぼ
」
が
、
訪
れ
る
人
を
迎
え
て
く
れ
る
。

な
お
、
裏
表
紙
の
「
竜
王
八
景
」
は
、

山
面
の
新
池
と
鏡
山
で
す
。

貴
多
正
幸
議
長
表
彰
さ
れ
る

去
る

3
月
28
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

滋
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
第
7
4
回
定
期

総
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
在
籍
期
間

15
年
以
上
の
功
績
を
称
え
、
竜
王
町
議

会
議
員
の
貴
多
正
幸
議
長
が
同
総
会
の

席
上
で
表
彰
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
町
政
発
展
の
た
め
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
敬
意
を
表

し
、
今
後
も
竜
王
町
発
展
の
た
め
に
ご

活
躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委

員

長

鎌
田

勝
治

副
委
員
長
森
島
芳
男

委

員

澤

田

満
夫

委

員

尾

川

幸
左
衛
門

委

員

磯

部

俊

男

委

員

貴

多

正
幸
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滋
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e: i 
環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています

No.203贔霜より。
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